
１　実施概要
（１）期間　　　　　　　　平成２７年９月１５日から１０月６日まで
（２）媒体　　　　　　　　区のおしらせ、区ホームページ、図書館、まちづくりセンター等
（３）意見提出人数     ４人
（４）合計意見数　　　 １８件

２　意見概要と区の考え方
No 意見概要 区の考え方

1
障害者や女性などの意見を取り入れながら進め
てほしい。

今後とも区民意見募集等の実施をはじめ、多くの
区民から幅広く意見を取り入れて進めていきま
す。

2

大蔵運動場を「世田谷区のスポーツ文化の中
心」、「世田谷区のスポーツの聖地」と位置付け、
世田谷区の魅力向上につながる施設にしてほし
い。

大蔵運動場は世田谷区のスポーツの拠点となる
施設として、世田谷区スポーツ推進計画の中で
「拠点施設」と位置付けております。今後、隣接す
る大蔵第二運動場との一体化を基本とした整備
を検討し、世田谷区を代表するスポーツ施設とし
て、より魅力のある施設となるよう、効率的な施設
配置を図るとともに、多種目に対応した、多世代
が利用できる、多機能な施設を目指していきま
す。

3
大蔵運動場と大蔵第二運動場の一体化整備にあ
たっては、都立砧公園とのバランスも考慮してほ
しい。

4
大蔵運動場と大蔵第二運動場の一体整備によ
り、スペースが生じるのであれば、サッカー、ラグ
ビーの球技専用スタジアムを整備してほしい。

5
学校施設の開放が不十分である。管理・監督者
を教育して配置してほしい。

6
世田谷区民の一人当たりのスポーツ施設が不足
している。学校施設等の空き時間の活用を顧客
視点で行う必要がある。

7
公園等に壁を設置し、一人でもテニスや野球等の
練習ができるようにしてほしい。

安全面や騒音などの課題も踏まえた上で、公園
所管とも連携を図り検討していきます。

8
皆が気楽に使えるように、安全、安心に最大限配
慮した施設にしてほしい。

9

大蔵運動場温水プールの中にあるトイレが和式
のため、中高年は利用しづらい。子どもも洋式が
当たり前になってきており、トイレを和式から洋式
に変えてほしい。

10
２５ｍプールだけではなく、５０ｍプールも滑らない
床材に改修してほしい。

大蔵運動場と大蔵第二運動場は一体化を基本と
した整備を検討し、都立砧公園等の近隣施設も
考慮したうえで、効率的な施設配置を図るととも
に、多種目に対応した、多世代が利用できる、多
機能な施設を目指していきます。

学校施設は、第一に教育施設ですが、同時に地
域コミュニティの核としての役割も担っていること
を踏まえ、引き続き、開放時間の見直しや夜間照
明設備の整備など、利用拡大に向けて検討して
いきます。

計画的な改修による施設の維持保全・予防保全
に努め、施設の適正化を図りながら、誰もが安
全、安心で快適に利用できるよう、スポーツ施設
の機能充実と長寿命化を進めていきます。
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No 意見概要 区の考え方

11

利用者数が1位の大蔵運動場温水プールは、区
民にとって非常に重要な施設である。大蔵運動場
温水プールの施設の価値、大会の価値を上げる
ためにも、電光掲示板を設置してほしい。

世田谷区を代表する拠点スポーツ施設として、大
規模な全区的スポーツ大会等に利用できるよう、
改修等の時期に合わせて、設備の充実を検討し
ていきます。

12
施設近辺の駅からシャトルバスなどの運行があ
れば、利用が便利になり、施設周辺の渋滞や違
法駐車等への対策にもなるのではないか。

13
交通アクセスも含め、大蔵運動場を使いやすい施
設にしてほしい。

14
レンタサイクルポートを設置し、どこでも乗り捨て
可能なようにしてほしい。

15
夜間照明は必要である。周囲への影響が少ない
明るさで、防犯にも考慮し、利用者が安心して楽
しめるようにする。

近隣住民に配慮しながら、引き続き、夜間照明設
備の整備を進めていきます。

16
民間のジムは快適で、トレーニングメニューも魅
力的である。世田谷区の施設も、民間に管理を一
部委託する等、色々な手法を検討してほしい。

引き続き、指定管理者制度の活用をはじめ、施設
状況等を勘案した効率的な施設管理方法を検討
していきます。

17

大蔵運動場を拠点とする「世田谷区代表スポーツ
クラブ」を設置し、世田谷区民の憧れの存在にす
るとともに、そこを各地域の総合型地域スポーツ
クラブの中から選抜された選手の活動の場とす
る。将来的にそのクラブから世界に羽ばたく選手
を輩出し、それがまた子どもたちに夢を与えるよう
な好サイクルを生み出す。

世田谷区スポーツ推進計画では、世田谷の総合
型地域スポーツクラブは、主に学校施設を拠点
に、区民に身近な生活圏という視点から、中学校
区程度を範囲として設立することを理想としてい
ます。身近な場所でいつでもスポーツができる環
境をつくるため、引き続き、新たな総合型地域ス
ポーツクラブの設立（立ち上げ）に努めるととも
に、既存の総合型スポーツクラブの育成・発展に
向けた支援に取り組んでいきます。

18
民間のジム利用に補助金を出して、区民のス
ポーツ機会の向上を図ることも検討してほしい。

民間のスポーツ施設は、区民のスポーツ活動に
とって重要な役割を担っています。民間スポーツ
施設についても、地域の団体での利用や、個人で
もより利用しやすい方法など、区民の身近なス
ポーツの場として活用できるよう、民間事業者と
協議を進め、実現可能な方法を検討していきま
す。

利用者アクセスを向上させるため、区立スポーツ
施設への来場しやすい環境整備を進めていきま
す。


